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様式1-4-2 (2022-1) 

令和4 年度研究開発成果概要書 

 

採 択 番 号    22607 

研究開発課題名  データ利活用等のデジタル化の推進による社会課題・地域課題解決のための実証型 

研究開発 

副 題    地域コミュニティのスーパーキャンパス化を支える柔軟なモビリティシェアシステ 

ムの開発とその利便性・公平性の実証評価    

 

（１）研究開発の目的 

地域の多拠点のどこでも働け，地域内の多様なコミュニティでの動的な人的ネットワーク構築を

可能とする，地域全体をキャンパスとみなす「スーパーキャンパス」モデルを提唱し，スーパー

キャンパスに必要な，他拠点間の自由な移動のためのモビリティインフラ構築を目指す．具体的

には，奈良先端大学院大学（以降NAIST）において2016 年度から実施しているコミュニティ

型モビリティシェアシステムのユーザビリティを高めるアプリケーションやシステムを開発す

るとともに，モビリティシェアの範囲を拡張し，NAIST 以外の別組織を参加させ人的交流を可

能とする． 

 

（２）研究開発期間 

    令和4 年度から令和6 年度（3 年間）  

 

（３）受託者 

    国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学＜代表研究者＞ 

 

（４）研究開発予算（契約額） 

令和4 年度から令和5 年度までの総額20 百万円（令和4 年度10 百万円） 

※百万円未満切り上げ 

 

（５）研究開発項目と担当 

    研究開発項目１ ユーザビリティの高いアプリケーション・システムの開発 

１―１ ユーザビリティの高いアプリケーション・システムの設計と実装（奈良先端大） 

１―２ ユーザの行動分析とアプリケーション・システムの評価（奈良先端大） 

    研究開発項目２ 自律分散型システムのネットワーク的展開 

２―１ カーシェアシステムの追加と接続（奈良先端大） 

２―２ スーパーキャンパスの評価（奈良先端大） 

 

（６）特許出願、外部発表等                     

         

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  累計（件） 当該年度（件） 

特許出願 
国内出願 0 0 

外国出願 0 0 

外部発表等 

研究論文 1 1 

その他研究発表 0 0 

標準化提案・採択 0 0 

プレスリリース・報道 0 0 

展示会 1 1 

受賞・表彰 0 0 
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（７）具体的な実施内容と成果 

研究開発項目１ ユーザビリティの高いアプリケーション・システムの開発 

１―１ ユーザビリティの高いアプリケーション・システムの設計と実装．令和 4 年度はイ

ンタフェース設計とシステム開発に取り組んだ． 

 

開発しているモビリティシェアシステムのコアであるオーク

ションについて，ユーザに使ってもらうという最初の障壁はク

リアできているが，ユーザにとって適切な入札はまだ難しいこ

とがデータから見て取れた．入札をサポートした場合の効果を

検討した文献[1]を参考に，図１のようなインタフェースを設計

した．これは3 次ベジェ曲線を用いて複数時間帯の入札額を一

括で設定できるUI であり，1 つの時間帯に入札額を入力すると

その値に応じて他の時間帯の入札額を自動的に設定できる．こ

れによりユーザの意図を踏まえた複数時間帯への入札額の入力

を簡略化することができる． 

[1] 原祐輔, 選好誘出メカニズムがオークションの効率性に与

える影響分析のための実験的アプローチ, 土木学会論文集 D3, 

Vol.73, pp.1119-1128, 2017. 

 

上記の実装に向け，また既存のシステムの拡張性を高めるた

め，オークション・Web3 ウォレット・スマートコントラクト・

車両鍵操作に関わる機能を独立したサービス群としてのソフト

ウェア開発を実施した． 

 

１―２ ユーザの行動分析とアプリケーション・システムの評価．ユーザの行動分析では，図

２に示すように，実際に車両を使用する時間以上に車両を専有するケースが見られた．これは全

体的な車両の好ましい配分を妨げる行為ではあるが，そうした行為をしたことがあるユーザは

一部だけであり，多くは好ましい使用をしていることを確認した．好ましくない行為を自ら避け

るようなメカニズムについて実装可能な方式を検討した．検討した方式を実装して評価する予

定である． 

 
図２．車両１台の１ヶ月中（2021 年６月）の使用状況．Y 軸は日付（１日から３０日），X 軸は時間

（0:00 時から24:00）．青線は車両がユーザに専有されている時間帯を示し，赤線はその時間帯のうち，

GPS データにより特定された車両が移動している時間帯を示す． 

 

研究開発項目２ 自律分散型システムのネットワーク的展開 

２―１ カーシェアシステムの追加と接続．１台の EV 車両と２箇所の EV 充電設備追加を

実施した．EV 車両は昨今の状況により当初計画より１台減じているが，EV 充電設備について

は，設置したもののうち一つは EV 車両２台の充電が可能であり，当初計画の３台分を調達で

きた．2023 年度から実際の運用に用いる． 

図１．開発中のオークション 

インタフェース 
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２―２ スーパーキャンパスの評価．NAIST 以外の別組織として，公益財団法人 関西文化

学術研究都市推進機構（KRI），株式会社けいはんな，株式会社国際電気通信基礎技術研究所

（ATR）からのユーザ登録に向けて事務手続きを勧めた．2023 年度からこうした組織からの

ユーザの使用を開始する． 

 

（8）今後の研究開発計画 

研究開発項目１ ユーザビリティの高いアプリケーション・システムの開発 

１―１ ユーザビリティの高いアプリケーション・システムの設計と実装．検討した設計に

基づきシステムを開発し，評価に取り組む． 

１―２ ユーザの行動分析とアプリケーション・システムの評価．データを活用したシステ

ム改善に取り組む． 

    研究開発項目２ 自律分散型システムのネットワーク的展開 

２―１ カーシェアシステムの追加と接続．コミュニティの大きさや特徴に応じたカーシ

ェアシステムの設備や運用ルールなどについて調整しながら接続方法を探索する． 

２―２ スーパーキャンパスの評価．複数組織内メンバーの移動パターンやコミュニケー

ションを分析し，人的ネットワーク構築について評価するメトリクスを検討する． 

 


